
インテリジェント データセンター インフラによる効率化 

 
 
 
 

々の基盤ハードウェア管理 — エンター 

プライズサーバの更新、サーバ、ストレ 

ージ、ネットワークの検出監視業務 — は、 

IT企業の日常業務の一部になっています。この様な 

業務は、しばしば時間がかかるものであり、厄介 

なツールや精通した技術力を必要としてきました。 

適切なツールを導入することにより、管理の複雑 

性が低減でき、ハードウェア資産の総合的なイン 

ベントリ（目録化）や、ハードウェア稼働状況の 

効率的な検出/監視を行なうことができます。 

ハードウェア管理を簡略化し、IT業務を効率化 

するには、インストールが簡単で使用しやすい単一イン 

ターフェースのDell OpenManage Essentials システ 

ムコンソールを使用することにより、基盤ハードウェア管 

理業務を行なうことができます。デルサーバ、ストレ 

ージ、スイッチ用のDell OpenManage Essentials  

は、デル ハードウェア資産の検出及びインベントリ（目 

録化）、検出した資産の稼動状態の監視、自動モニタリン 

グ時のe-mailアラートの送信、サーバ電源のリモート 

ON/OFF等の単純作業の実行、サーバ更新の管理及び自動 

化等の幅広い管理機能をサポートするように設計されて 

います。 

Dell OpenManage Essentialsは、更に他の 

デル管理ソリューションを補完するものであ 

り、付加的な管理機能を提供してくれます。例 

えば、コンソールからサーバの稼動状態通知をDell  

KACE™ K1000 Management Applianceに送信し 

たり、Dell Repository Manager のアドバンスト更新 

機能を活用し、ハードウェア環境を正確に制御したりす 

ることが可能です。 

 

ハードウェア ライフサイクル

管理の簡略化 

デルサポートサイトから無償でダウンロードでき 

るDell OpenManage Essentialsは、簡単にインス 

トールができ、使いやすいように設計されていま 

す。ワンクリックウイザードにより、管理者がわ 

ずか数分でコンソールをインストールすることが 

できます。更に、既存の実装済Dell OpenManage 

IT Assistantからの移行には、２つのオプションを 

用意しています。1)  Dell OpenManage   

Essentials へのインプレースアップデート、ま 

たは 2) 既存のIT Assistantデータを Dell  
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Dell OpenManage™ Essentialsは、ハードウェア管理 

の簡素化を期待する管理者向けに、サーバ、ストレー 

ジ、スッチ等のデル製品管理に於いて、 簡便でカスタマ

イズ可能なコンソール を提供してくれます。 
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OpenManage Essentialsへの移行があります。 

検出データ及び受信済アラートを保存するた 

め、Dell OpenManage Essentialsは、ローカ 

ルまたはリモートのMicrosoft® SQL Server® 

データベースを使用することができます。 

直感的でカスタマイズ可能なDell  

OpenManage Essentialsのユーザーインター 

フェースは、ハードウェア寿命が続く限り 

ハードウェア資産検出、それら資産の稼働 

状況監視、サーバのファームウェア/BIOS/ 

ドライバ更新といった管理者業務を容易にし 

てくれます。 

 
自動検出及びインベントリ（目録化） 

管理者は、デルサーバ、ストレージ、ネットワ 

ークデバイスをDell OpenManage Essentials 

ウイザード機能で検出することにより、デル資 

産の総合インベントリを作成することができま 

す。また、コンソールは、反復する検出サイク 

ル及びインベントリ作業用にフレキシブルなス 

ケジュールを作成することも可能です。 

検出ウイザードを使用することにより、管 

理者はホスト名、IPアドレス、または特定IP範 

囲を指定し、または、インポートデバイスリス 

トを使用することにより、IT環境に於ける検出 

範囲を設定することができます。また、管理者は、 

Windows Management Instrumentation (WMI)、 

Simple Network Management Protocol (SNMP)、 

Intelligent Platform Management Interface  

(IPMI)、Web Services for Management  

(WS-Management) の中から、検出に使用する 

プロトコールを選択設定することができます。 

Dell OpenManage Essentialsは、 検出済 

デル資産情報を基に、ドライバ、メモリ、ネッ 

トワークインターフェースカード、保証情報等 

各資産コンポーネントのインベントリを含む、 

詳細なインベントリ及び階層型デバイスツリー 

を作成することができます。インベントリデー 

タは、レポートや分析用に異なったファイルフ 

ォーマット — HTML、テキスト、CSV、表計算 

ファイル — にエクスポート可能です。 

 
直感型稼働状況モニタリング 

Dell OpenManage Essentialsにより管理者は、 

中央管理型の簡便なダッシュボード及び自動 

化されたカスタムアラートにより、検出済資 
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図1 –   ダッシュボードカスタマイズ機能の柔軟性により、一目でシステム全体の稼働状況を目視するこ 
とができます。 

産の稼働状況を監視することができます。ダ 

ッシュボードは、直感的であり、インフラの 

稼働状況をスコアボードで提供してくれま 

す（図１ 参照）。ドリルダウン形式のシン 

プルなメニューにより、ディスクドライブま 

たはネットワークデバイス等個別の資産の 

稼働状況を瞬時に判断することができます。 

より簡単な操作を行なう目的で、管理者は、 

カスタマイズ対応デバイスツリー上のデバ 

イス配列を変更することができますし、ダッ 

シュボードのレイアウトは、個別エンドユー 

ザー向けに特化した画面になるようにドラ 

ッグ＆ドロップ機能により変更することが 

可能です。 

  更に、Dell OpenManage Essentialsウイ 

ザードインターフェースにより、当該事象に 

関連するハードウェアラートをカスタマイ 

ズしたり自動化したりすることができます。 

カスタマイズ対応アラートフィルタを使用す 

ることにより、どの事象に対してアラートを 

配信させるかを設定することができますの 

で、不要なメッセージの配信を避けることが 

できます。また、デルサーバー、ストレージ、 

スイッチからのアラートは、 Dell KACE    

K1000 Management Appliance等により提 

供されるサービスデスク向けにe-mail通知ま 

たはアラート転送により送ることができま 

す。受信したアラートを基に、復旧または診 

断を自動化することができます。 

Dell OpenManage Essentialsは、広範囲 

な資産報告も可能にしてくれます。検出した 

資産の契約保証書及び契約終了情報を引き出 

してくれます。これは、予め定義されているレ 

ポート設定で見ることができます。フィールド 

交換可能ユニット及びサービスタグに関する 

レポート機能も含まれています。 

Dell OpenManage Essentialsのダッシュ 

ボード、自動化アラート、資産レポート機能は、 

統合的に関連性があり実用的なデルハードウエ 

ア資産情報を提供するように設計されていま 

す。 

 

柔軟なサーバアップデート及び 

構築管理 

Dell OpenManage Essentialsは、 Dell 

PowerEdge™サーバのBIOS 、ファームウェア、 

ドライバの直接更新を可能にします。自動的に 

ftp.dell.com またはローカルファイル共有か 

らの最新更新情報と同期を取ることが可能な 

設計になっています。また、Dell OpenManage  

Essentialsは、Dell Repository Managerを使用 

して付加的なサーバ更新を行なうこともでき 

ます。(詳細は、「管理機能の拡張」をご覧く 

ださい。) 

これに加え、Dell OpenManage Essentials 

により、日常的な構築タスク及び制御タスクを 

指定し自動化することができます。Dell  

OpenManage Essentials には、サーバ電源投入、 

エージェント実装、リモートコマンドライン実行、 

システムイベントログ削除等のタスク用に予め定義し 
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たタスクライブラリーが含まれています。  

 

また、管理者は、個別サーバやサーバーグルー 

プ用にユーザー定義タスクを作成し、カスタマイズ 

することができます。企業や顧客の必要性に最適に 

マッチした時間帯にタスクを自動化したりスケジュ 

ール化することができます。 

 
エージェントフリー運用のサポート 

エージェントは、インフラ要素の検出、監視、更新 

に対してパワフルなツールではありますが、OSに 

依存するものであり、ネットワーク及びCPUの帯域 

を大幅に消費してしまいます。また、エージェント 

は、管理者が余分な手間を掛けてインストールし、 

設定及びテストをしなければなりません。 Dell  

OpenManage Essentials 1.0の重要な特色の一つと 

して、第12世代のDell PowerEdgeサーバを、シス 

テム管理ソフトウェアエージェントの介在有りでも 

無しでも監視できる能力にあります。デルでは、 

Dell OpenManage Essentialsの将来の改訂リリー 

ス時に、第11世代及び第12世代 PowerEdgeサーバ 

対応エージェントフリーアップデートを追加する予 

定です。 

エージェントフリー監視を行なうために、Dell 

OpenManage Essentialsは、サーバに埋め込まれた 

管理機能 — Dell Remote Access Controller 7  

with Lifecycle Controller (iDRAC7) — を利用しま 

す。 iDRAC7は、ストレージ、ネットワークプロセ 

ッサ、メモリ等のサーバハードウェアコンポーネン 
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クライアント 

図２ － Dell OpenManage Essentialsは、Dell KACE K1000サービスデスクと通信することにより 

             拡張されたプラットフォーム故障監視機能が得られます。 

 
1
Dell OpenManage Essentials及びDell KACE K1000 Management Applianceの組み合わせにより得られるメリットに関します詳細は、                             

右記サイトを参照願います。qrs.ly/fp1p6x9 
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トのリモート管理及び監視を可能にします。管理 

者は、システム管理ソフトウェアエージェントの 

替わりに、iDRAC7から生成されるアラート若し 

くはエラーに対して、e-mailまたはSNMPトラップ 

フォーマットを指定することができます。 

Dell OpenManage Essentialsにより提供され 

るエージェントフリーハードウェア監視により、 

均一的なシステム管理を行なうことができ、エ 

ージェントを使用する場合のOS依存やハイパ 

ーバイザードメインを回避することができます。 

プロセッササイクルをエージェントの実行や集 

中したインベントリ取得に割く必要が無くなり 

ます。更に、自己完結型のエージェントフリー 

環境により、システムセキュリティを強化し、 

OS依存エージェントの厄介なメンテナンスを回避 

することで、バーチャル及びフィジカル環境に渡り 

ハードウェア管理を簡素化することができます。 

 
管理機能の拡張 

Dell OpenManage EssentialsをDell KACE  

K1000 Management Appliance、Dell Repository  

Manager等の一連の管理ソリューションと組み合 

わせて使用することにより、機能に更なる深みと幅 

を与えてくれます。例えば、Dell OpenManage  

Essentialsが、Dellハードウェアの稼働状況をDell  

ACE K1000 Management Applianceに伝えること 

により、監視能力を増強することができます。（図 

２ 参照）1    特に、クライアントデバイス管理に  
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システム管理の
革新的簡素化 

 
一連のビデオを通して、Dell 

OpenManage Essentialsにより

提供される多様な管理機能を探

求してください。コンソールの簡

便的なインターフェースがデル

ハードウェアの基盤管理をどの

様に簡素化してくれるかがわか

ります。 

qrs.ly/ie1p6wn 

www.dell.com/ 

OpenManageEssentials 

ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
Hardware monitoring 

ストレージ    サーバ ネットワーク 

22 2012 Issue 01 | dell.com/powersolutions 



Dell OpenManage 
Essentials 

 
ｸｴﾘ 

 
ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ 

 
 
Dell Repository 

Manager 

図３ -  Dell OpenManage EssentialsとDell Repository Managerを一緒に使用することによりファイアウォール内からでも安全にシステム更新が可能 

 

KACE K1000 Management Applianceを使用 

している管理者は、Dell OpenManage 
Essentialsのデルサーバ、ストレージ、スイッ 

チ監視能力の点で恩恵を受けることができま 

す。Dell OpenManage Essentialsは、ハード 

ウェアアラートをDell KACE K1000サービスデス 

クに自動転送する設定にすると、故障解決目的で 

適切なサービスチケットを発行することができま 

す。この機能によりDell KACE K1000サービス 

デスクをプラットフォーム故障管理まで拡張す 

ることにより、企業は既存の投資を活用すること 

ができます。 

Dell OpenManage Essentialsは、 

Repository Managerと共に使用することによ 

り、システムアップデートを効率化し、より 

安全なものにしてくれます。 Dell  

OpenManage EssentialsがDell FTPサイト 

へ直接アクセスすることによりDell  

PowerEdgeサーバを更新することができます 

が、管理者によってはDell OpenManage  

Essentialsが企業内ファイアウォール外に出る 

ことを望まない場合があります。デルより付加 

コスト無しで入手可能なRepository Manager 

との統合により、管理者はファイアウォール 

の内側からでも安全にシステムを更新すること 

が可能です。2 

Repository Managerを使用することによ 

り管理者は、Dell Update Packagesを検索し、 

ファイアウォール内にあるDell OpenManage 

Essentialsにアクセス可能ないかなるファイ 

ル共有上にも、カスタムローカルアップデー 

ト書庫を作成することができます。Dell  

OpenManage Essentialsは、その後アップデ 

ートを取り込むことができます（図３ 参照）。 

Repository Managerのみがインターネット 

へのアクセスが必要になりますので、安全 

で確かな方法で共有環境を提供し、マスタ 

 
 

 Dell Repository Managerのダウンロードは右記サイトからお願いします: qrs.ly/g71p6xs. 
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Dell PowerEdgeサーバ 
シャーシ & ブレード
hassis, and blades 

ドウェア資産を、単体で簡便な1対複数コンソー 

ルにより、シンプルで効率的な管理を行なうこ 

とを可能にします。多様なデルハードウェアを 

モニタし、PowerEdgeサーバをフィジカル/バー 

チャル構成環境やマルチベンダーOS及びハイパ 

ーバイザー環境下で管理するのに必要とされる 

ツールの数を減らしてくれます。 

デルハードウェアのインベントリ、モニタ、 

アップデートを容易かつ包括的に行なうことに 

より、Dell OpenManage Essentialsは、 複雑で 

反復的なハードウェア管理タスクに費やされる時間を大 

幅に低減させてくれます。それにより、IT効率を向上し、 

IT要員を開放することにより、革新性につながるプロジ 

ェクトに割り当てることができます。  
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ーカタログの保護を確かなものにします。 

アップデートは一度ダウンロードされた後、 

必要とされるシステムに総て適用されるた 

め、Repository Managerとの統合は、ダウ 

ンロードとアップデートに必要とされる時 

間の節約に貢献します。 

  また、Repository Managerは、高度な 

バージョン管理を提供します。Repository  

Manager内では、異なった作業負荷環境に対 

応したアップデート集の作成、維持、配給 

を行なうことができます。更に、コンポーネ 

ントレベルまでの異なった精度レベルに於 

ける企業のニーズに基づいたアップデート 

も行えます。例えば、Dell OpenManage  

Essentialsは、Repository Managerに保存 

されたユーザー定義済アップデートカタロ 

グを用いることにより、ファームウェア及び 

BIOS整合性の基準値を設定することがで 

きます。 

Dell OpenManage Essentialsを使用す 

ることにより、Dell ProSupportサービスか 

ら利用できるDellリモートサービスの恩恵を 

受けることができ、付加的に正常動作維持機 

能を利用することができます。例えば、Dell  

OpenManage EssentialsをPhone Home機 

能で増強することにより、対応サーバ及びス 

トレージデバイスに対して自動リモートサ 

ポートを提供する予定です。 

 

簡素化されたハードウェア管理

によるIT効率の向上 

Dell OpenManage Essentialsは、Dell  

PowerEdge サーバ、 Dell PowerVault™/ 

Dell EqualLogic™ストレージ、Dell 

PowerConnect™スイッチ等のデルハー 
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